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報 道 機 関 各 位 

 

会 津 さ ざ え 堂 を 愛 す る 会 

 

旧正宗寺三匝堂（通称: ｢さざえ堂｣）構造調査報告会の開催について 

 

「会津さざえ堂 いまとこれから」実行委員会では、旧正宗寺三匝堂（通称: ｢さざえ堂｣）

構造調査報告会を開催することとしましたのでお知らせいたします。 

先般、福島県会津若松市の飯盛山に現存する「会津さざえ堂（以下、「本建築物」といい

ます。）」の構造調査を行いました。本建築物は目視で傾きが分かる状況ですが、新たに本

構造調査により「柱と梁の接続部に抜けの現象」が数多く発見されました。 

このたび、その調査結果を発表するとともに、本建築物の重要性について議論し、具体

的な保存活動に移行する必要性の有無について検討するため、報告会を開催するものです。 

本建築物の歴史的価値及び見解は後述いたしますが、現在は国重要文化財に指定されて

おります。しかし、保存状態は決してよいものとはいえません。 

その保存を検討すべく、有志が集まり始めたのは３年前のことでした。今では、会津若

松市の有志と東京藝術大学、東京大学生産技術センターとのネットワークが生まれ、本建

築物の保存活動をどのように立ち上げるかという段階に来ております。 

詳細は別紙資料に記載いたしましたが、本建築物を通し、建築技術の継承や歴史的建築

物の保全、その活動の源泉等につき問題提起を行いたいと考えております。 

当日は会津若松市の菅家市長にお越し戴き、別紙のパネラーと共に議論をすることによ

り、建築史的観点、建築価値的観点から、本建築物の価値を再認識し、今後の活動の方向

性を導き出したいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜建築物見解＞ 

 日本大学理工学部教授故小林文次博士によると、「さざえ堂二重らせんの発想は、日本の

仏堂建築の伝統から突如として異質の構想が産まれたとは考えられない。享保五年（1721）

の洋書解禁によりオランダから輸入された洋書の中に、秋田藩主で画家であった佐竹曙山

のスケッチ帳にある二重らせん階段がある。これはロンドン出版のモクソン（1627～1700）

著の写しであり、これを通じて一部に知られている事実があった。これは遠くダヴィンチ

にまで繋がっているものであり、これらとさざえ堂のつながりは定かではない。しかし西

欧の例が単なる通路であったのに対し、中心部に観音像を配し、あたかもライトのグーゲ

ンハイム美術館を思わせるような会津さざえ堂は単なる模倣ではなく天才的な創造と見る

べきである。」（「さざえ堂と飯盛家」より抜粋。） 

 

【問い合わせ先】 

「会津さざえ堂 いまとこれから」実行委員会 東京大学生産技術研究所 腰原研究室内 

Tel: 03-5452-6842 Fax: 03-5452-6841  Mail: mokuzo@iis.u-tokyo.ac.jp 



旧正宗寺三匝堂（通称 : ｢ さざえ堂 ｣）構造調査報告会

「会津さざえ堂

 いまとこれから」

  2009 年　11 月 14 日 ( 土 )　13:30 〜 16:00
 於 : 東京大学生産技術研究所　An 棟コンベンションホール

【主催】会津さざえ堂を愛する会 【お問い合わせ】 ｢ 会津さざえ堂　いまとこれから ｣ 実行委員会
Fax: 03-5452-6841　Mail: mokuzo@iis.u-tokyo.ac.jp



鈴木博之 ( すずき・ひろゆき )
青山学院大学 教授

東京大学工学部卒業後、大学院に進み、1974 年東京大学工学部専任講師、1975 年までロンドン大
学コートゥールド美術史学研究所に留学。東京大学助教授を経て教授に就任。2005 年に紫綬褒章
を受賞。2009 年より現職。

腰原幹雄 ( こしはら・みきお )
東京大学生産技術研究所 准教授

東京大学工学部建築学科卒業後、構造設計集団 <SDG> を経て、2001 年東京大学大学院建築学専
攻助手、2005 年より現職。

熊倉純子（くまくら・すみこ）
東京藝術大学音楽環境創造科 准教授。

パリ第十大学、慶應義塾大学卒業後、1992 年から 2002 年まで ( 社 ) 企業メセナ協議会に勤務。企
業のメセナ活動や芸術普及プログラムなどの研究・開発に携わる。専門は文化支援、アートマネジ
メント。2002 年より現職。

六角鬼丈 ( ろっかく・きじょう )
東京藝術大学 名誉教授

東京藝術大学美術学部建築科卒業後、磯崎新アトリエを経て、1969 年六角鬼丈計画工房を開設。
1991 年より東京藝術大学教授。2009 年より同大学 名誉教授。

第１部
報告会 (13:30 〜 16:00)
 1. 挨拶
  趣旨説明 : 六角鬼丈 ( 東京藝術大学 名誉教授 )

  主催挨拶 : 佐藤誠次 ( ｢会津さざえ堂を愛する会｣ 副会長 )

  企画挨拶 : 神山和郎 ( ｢社団法人　日本住宅建設産業協会｣ 理事長 )

 2. 基調講演
  ｢巡る建築　その価値と魅力｣　鈴木博之 ( 青山学院大学 教授 )

 3. 調査報告
  腰原幹雄 ( 東京大学生産技術研究所 准教授 )

 4. パネルディスカッション
  菅家一郎 ( 会津若松市長 )、鈴木博之、六角鬼丈、熊倉純子 ( 東京藝術大学 准教授 )

  進行役 : 腰原幹雄

第 2 部
 懇親会 (16:00 〜 17:00)

旧正宗寺三匝堂（通称 : ｢ さざえ堂 ｣）構造調査報告会

「会津さざえ堂　いまとこれから」

　旧正宗寺三匝堂（通称：さざえ堂、国重要文化財指定）は、西暦 1796 年の造立（新編会津風

土期による）で、堂には郁堂和尚の筆になる寛政 9 年の扁額が残る。

　さざえ堂は、仏堂建築としては、他に例を見ない特異なもので、六角形平面をもち、六本の心

柱（円柱）と同数の隅柱（六角柱）を駆使して、二重螺旋のスロープで作り上げられている。

　正面から入ると、右回りに螺旋状のスロープで登り、頂上の太鼓橋を越えると降りの左回りス

ロープとなって背面出口に通ずる。スロープの内側に沿って西国札所の三十三観音像が祀られ、

一度入ると巡礼を終えたことになるという、いわば江戸時代における庶民のための身近な巡礼の

建物であった。

　今般、社団法人日本住宅建設産業協会の協力のもと、東京大学生産技術研究所にて「会津さざ

え堂の構造性能評価」を執り行った。その結果、螺旋構造建築による構造的歪みによる「抜け出

し」という現象（柱と梁が外れた状態）が多く見受けられた。

　本報告会にて、調査結果をもとに会津さざえ堂の「いま」を再認識するとともに、「これから」、

文化財の保存活動について考える。

〒 153-8505　東京都目黒区駒場 4-6-1
東京大学 ( 東京大学生産技術研究所 )　駒場リサーチキャンパス

【交通案内】
駒場東大前駅
( 京王井の頭線 )
西口より徒歩 10 分

代々木上原駅
( 小田急線 ･ 東京メトロ千代田線 )
徒歩 12 分

東北沢駅
( 小田急線 ･ 東京メトロ千代田線 )
徒歩 7 分

【問い合わせ先】

｢会津さざえ堂   いまとこれから｣ 実行委員会
東京大学生産技術研究所　腰原研究室内
Tel: 03-5452-6842　Fax: 03-5452-6841
Mail: mokuzo@iis.u-tokyo.ac.jp

【参加申込方法】
参加費 : 無料　懇親会費 : ¥1,000
氏名 ( ふりがな )･ 所属 ( 会社名または学校名 )･
連絡先 ( メールアドレスまたは電話番号 )･ シン
ポジウム参加申込人数 ･ 懇親会参加申込人数を
ご記入の上、メール又はファクシミリにて、下
記問い合わせ先までお送り下さい。


